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要旨 
 共愛学園前橋国際大学では教育実習事前指導の授業の一つとして、「学校教育における日
本語教育」を行っている。この授業は外国人児童生徒教育と日本語指導の基礎知識に関す
る講義と、具体的な場面を想定して指導や対応を考える演習で構成されている。本稿では、
2017 年に実施された授業実践の内容を報告する。そして授業前後に行った履修学生へのア
ンケート調査の結果から本授業を通して学生が得た学びについて考察し、さらに、今後の
授業改善に向けて授業で取り上げる内容の再検討を行う。 
 
はじめに 
 共愛学園前橋国際大学（以下、本学）では、教育実習に参加する学生を対象に、「教育実
習事前事後指導（初等）」と「教育実習事前事後指導（中等）」が開講されており、学生は
教育実習に参加する事前と事後の 2年間にわたりこの科目を履修する。1年目の事前指導は、
教育実習の意義や基本的課題意識を学び、教育実習に参加する意義を理解し、積極的に教
育実習に参加するための準備を整えることを目的とする（2017 年度前橋国際大学シラバス
（1））。教育実習に関する説明会や複数の講義から構成されており、2014 年度からはその講
義の一つとして「学校教育における日本語教育」（以下、日本語教育）が 2 コマ追加され、
筆者が授業を担当している。 
現行の教員養成課程において外国人児童生徒（2）への教育や日本語指導に関連する科目の
設置は必ずしも求められていない。しかしながら近年増加の一途をたどる外国人児童生徒
の在籍状況やその教育課題を鑑みると、将来教員を目指す学生にとって外国人児童生徒へ
の教育、および日本語指導に関する基礎的な知識は今や必須と言える。教育実習先の学校
でも外国人児童生徒と関わりを持つ可能性も高いため、本学の教育実習事前指導において
日本語教育の授業を行う意義は大きいと考えられる。 
本稿では 2017 年度に実施された日本語教育の授業の内容について報告し、履修した学生
へのアンケート調査の回答から、学生がどのような学びを得たかについて考察する。その
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うえで教育実習事前指導として取り上げるべき内容について再検討を行う。 
 
２ 外国人児童生徒教育の課題 
 平成 28 年度の「日本語指導が必要な児童生徒の受入れ状況に関する調査」（3）によると、
国内の公立学校に在籍している日本語指導が必要な児童生徒数は 43,947 人であり、前回調
査時（平成 26 年度）より 6,852 人増加している。着目すべきは、このうち何らかの日本語
指導を受けている児童生徒が約 75％であり、「特別の教育課程」による日本語指導を受けて
いるのは約 32％に留まっていることである。平成 26 年度から日本語指導の｢特別の教育課
程｣の編成･実施が開始され、日本語指導が正式な教育課程として位置づけられたことに伴
い、教材、受入れの手引き、日本語力把握のためのツール等、指導の参考になる資料の開
発も進んでいるが、実際の指導に関しては児童生徒が在住する地域や学校によって格差が
あるのが現状である。その要因として、指導者の不足、指導方法の知識・情報の不足、そ
して教員の力量の問題等が挙げられており、特に外国人散在地域における指導実施の難し
さが指摘される（中川他 2015）。また日本語指導の充実だけではなく、在籍学級での学習
活動に参加できる力の育成を目指すことも重視されるようになり（神田・矢崎 2016）、教
員には個々の児童生徒の日本語力と学習の理解度に応じて指導内容を構成していく力が求
められている。 
外国人児童生徒数の増加が今後も見込まれることから、彼らの教育に関わる教員も増え
ることが予想される。今後はどこの地域においても、指導に一定の質が担保されるよう、
教員の養成や研修の機会の拡充が望まれる。本学の教育実習事前指導の日本語教育では外
国人児童生徒の教育や日本語指導の基礎的な知識を提供し、また彼らの文化的・言語的背
景の多様性や指導する際の留意点について考える機会を設けている。本授業が教員養成の
充実の一助となるために、2コマという限られた時間内でどのような内容が行えるか、また
それは学生にとって有用な学びとなっているかについて検討し、より効果的に内容を構成
していくことが必要である。 
 
３ 授業概要 
 本節では、2017 年 11 月 4 日（土）に 2 コマ（90 分×2 回）行われた日本語教育の授業の
概要を紹介する。授業では、1 コマ目に講義形式で外国人児童生徒教育の基礎的な知識につ
いての説明を行い、2 コマ目には外国人児童生徒の受入れ時の対応や指導に関するケースの
検討と、伝わりやすいコミュニケーションの検討の演習を行った。授業で取り上げた主な
項目とその目的を表 1 に示す。 
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表 1 日本語教育の授業内容 
 項目 目的 
講
義 
I．外国人児童生徒教育の基礎知識 
（1）日本語指導の対象となる子ども 
（2）子どもが「日本語を学ぶ」ということ 
・言語能力の捉え方 
・子どもの「母語」 
・日本語指導が必要とされる児童生徒の多
様な文化・言語背景を理解する。 
・子どもの言語発達と言語能力、言語習得
にかかる時間を理解する。 
・子どもの母語と第二言語習得の関係、及
び母語保持の重要性を理解する。 
演
習 
II．外国人児童生徒への具体的な指導 
（1）ケース検討① 
日本語指導が必要な子どもの受け入れ 
（2）ケース検討② 
来日後、最初に教える項目 
（3）伝え方の工夫 －「やさしい日本語」 
・日本語指導が必要な児童生徒を学級にど
のように受入れたらよいか考える。 
・子どもの年齢や学習ニーズを考慮して指
導項目を考える。 
・日本語指導の参考となる資料が掲載され
ている Web サイト情報を知る。 
・子どもに伝わりやすい日本語への書き換
え（言い換え）の方法を学ぶ。 
 
I．外国人児童生徒教育の基礎知識（講義） 
 1 コマ目は先行研究や文部科学省の調査・作成資料をもとに、教員として最低限知ってお
くべきである基礎的な知識について解説した。 
 
（1）日本語指導の対象となる子ども 
 前述の平成 28 年度の「日本語指導が必要な児童生徒の受入れ状況に関する調査」の結果
をもとに、日本語指導が必要な外国籍、および日本国籍の児童生徒数の動向、母語別在籍
状況、在籍人数別学校数を提示した。日本語指導が必要な児童生徒とは、文部科学省は「日
本語で日常会話が十分にできない児童生徒」及び「日常会話ができても、学年相当の学習
言語が不足し、学習活動への参加に支障が生じており、日本語指導が必要な児童生徒」と
している。特に後者の児童生徒はその判断が現場の教員に任されていることから、実際に
は日本語指導が必要な児童生徒は調査結果の人数以上にいる可能性が高いことも説明した。
さらにこのような児童生徒に適切な支援を行うためには、単に国籍や母語で子どもを捉え
るのではなく、例えば来日の経緯、言語や宗教、生活環境、来日前の就学・学習経験など、
多様な背景を包括的に理解することが不可欠である（佐藤他 2005、文部科学省 2011 など）
ことも示した。 
 
（2）子どもが「日本語を学ぶ」ということ 
 ここでは子どもの言語能力について、「会話の流暢度」（Conversational Fluency：日常的な
やり取りをする力）と「教科学習言語能力」（Academic Language Proficiency：教科学習を理
解するのに求められる高度な力）という側面から、それぞれの特徴と習得に必要な期間の
違いを示した（Cummins, 2001）。特に学齢期の児童生徒の場合、「日常会話ができること」
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と「日本語で教科学習が理解できること」は異なること、教科学習に必要なことばの力は
意識的、体系的に指導していくことが求められること、そして児童生徒の母語（第一言語）
の発達は教科学習言語能力の土台を築く重要な要素であることを説明した。 
 
II．外国人児童生徒への具体的な指導（演習） 
 2 コマ目は外国人児童生徒への教育に関するケースの検討や具体的な指導について考え
る演習とした。以下、（1）～（3）の課題を提示し、まず個人で取り組んだ後、周囲の学生
と意見交換する時間を設けた。 
 
（1）日本語指導が必要な子どもの受入れ 
 ここではケース①「来週、ベトナムからの転入生があなたが担任をしているクラスに来
る。学校で初めての外国人児童（生徒）である。転入前にどのような準備をするか、教師
としてどのような対応をするか」について検討した。学校に初めて外国人児童生徒を受け
入れる場合は、指導補助者の派遣や通訳・翻訳等の支援が得られず、担当する教員のみに
負担がかかってしまう、また、受け入れの準備が十分整わないため児童生徒に必要な支援
が行えない等、様々な支障が出る場合がある。授業では、支援の一助となるように、文部
科学省の「かすたねっと」「外国人児童生徒のための就学ガイドブック」（4）、東京外国語大
学の「外国につながる子どもたちのための教材」（5）等、教材や資料がダウンロード可能な
サイトを紹介した。また学内外の協力者による児童生徒の支援ネットワークの構築、在籍
学級への児童生徒の受入れの工夫についても各地域の学校の事例を示しながら説明した。 
 
（2）来日後、最初に教える項目 
続いてケース②「ベトナムからの転入生は、初めて日本語を学ぶ（日本に定住する予定
である）。体育が得意で、歌も好きなようである。転入後、まず何をどのように教えるか」
について検討した。ことばの習得は年齢によってかかる時間も方法も異なるため、日本語
指導で使う教材も指導項目も個々の児童の状況を考慮して選択する必要がある。授業では、
「その子どもにとって今、必要な、優先すべきこと＝子どもの学習ニーズを考えること」、
そして「その子どもが使いたいと思う語彙・表現を、タスクや教材を工夫して提示してい
くこと＝学習意欲を喚起すること」が重要であると説明した。 
 
（3）伝え方の工夫 －「やさしい日本語」 
 ここでは日本語母語話者が普段意識せずに使っている日本語の表現や文章を、外国人児
童生徒に分かりやすく伝えるためにどのように言い換えたり、書き換えたりすればよいか、
「やさしい日本語」（6）の考え方を参考に検討した。例文として教科書の一文や、学校から
家庭へのお知らせの文章を使用した。 
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４ 履修学生へのアンケート調査結果と考察 
 本授業に出席し、アンケートに回答した学生は 58 名であった。授業開始前にはこれまで
の経験や本授業の必要性について、授業終了後には授業内容に関する理解度や演習課題の
感想について調査をした。以下に質問項目とその結果、学生の記述回答を順に記述する。 
 
4.1 授業開始前調査 －履修学生の外国人児童生徒教育に関する経験と関心－ 
 授業前に行った調査の質問項目①～⑤とその回答を以下に記す。 
 
質問① これから実習する予定の学校を教えてください。 
【回答】 小学校：28 人、小学校・中学校：16 人、中学校：6 人、高校：7 人、他：1 人 
 
質問② あなたの小･中学校に｢外国につながりのある児童生徒」はいましたか。 
【回答】 いた：43 人、 いない：6 人、 不明：8 人、 無回答：1 人 
 
質問③ 児童生徒への日本語指導について学んだことはありますか。 
【回答】 ある：8 人、  ない：50 人 
 
質問④ 外国につながりのある児童生徒について学んだことはありますか。 
【回答】 ある：10 人、 ない：47 人、 無回答：1 人 
 
質問⑤ 本日の講義は、今後の実習や、将来の教員生活に必要だと思いますか。 
【回答】 とても必要だ：34 人、    まあまあ必要だ：23 人、 
あまり必要じゃない：0 人、 全然必要じゃない：0 人、  無回答：1 人 
（質問⑤では、選択肢の下にその理由を記述する欄を設けている） 
 
 履修学生 58 人中 43 人は、自身の小学校・中学校に外国人児童生徒がいたという経験を
持っている（質問②）。これまでに日本語指導や外国人児童生徒の教育について学んでいる
学生は少ないが（質問③④）、大多数の学生には外国人児童生徒への教育や日本語指導の知
識の必要性が認識されていることが明らかになった（質問⑤）。 
質問⑤の回答理由に関する記述例を表 2 に記す。最も多く、20 名から挙げられた理由は、
「グローバル化・国際化・社会の変化による外国人の増加」に関するものだった。次いで
「将来・実習の学校に外国人児童生徒がいる可能性」9 名、「日本語教育の知識を得たい（こ
れまで日本語教育を学ぶ機会がなかったため）」7 名、「外国人児童生徒教育の充実が必要」
6 名であった。しかし少数ではあるが、「（外国人児童生徒が）いない学校もある」「実際に
担当するかどうかわからない」「受講前に必要かどうか判断できない」等の記述も見られた。 
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表 2 授業開始前調査 質問⑤ 自由記述例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.2 授業終了後調査 －本授業の理解度と課題についての感想－ 
 ここでは 2 コマの授業が終了した後に行った調査の質問項目と、その回答について記述
する。質問①は授業の内容に関する理解度であり、それぞれ「4（とてもよく理解できた）、
3（まあまあ理解できた）、2（あまり理解できなかった）、1（全然理解できなかった）」の
中から 1 つを選択してもらった。その結果、各項目の理解度の平均は 3.36 から 3.53 の範囲
であり、履修生の理解度は概ね高いことが示された（表 3）。 
 
表 3 授業終了後調査 質問① 授業内容の理解度 
項目 平均 
ア）日本語指導の対象となる子どもとは（I-（1）） 3.37 
イ）言語能力の捉え方（I-（2）） 3.36 
ウ）子どもの母語について（母語の重要性）（I-（2）） 3.53 
エ）日本語指導が必要な子どもの受入れ ケース①（II-（1）） 3.44 
オ）最初に教える項目 ケース②（II-（2）） 3.47 
カ）伝え方の工夫 －やさしい日本語（II-（3）） 3.39 
 
質問②（2 つのケース検討）と③（伝え方の工夫）は授業で行った課題について自由に記
述してもらった。 
【グローバル化・国際化・社会の変化による外国人の増加】 
・グローバル化が進み、外国につながりのある人が増えていくと思うから。 
・年々、日本に住む外国人が増えており、それに伴って日本語に慣れていない児童や生徒が増
えると思ったから。 
・学校も多様化していて、小学校・中学校でも外国人の子どもがいるから。どう向き合うか、
どう教えるか考えることは大切だと思うから。 
【将来・実習の学校に外国人児童生徒がいる可能性】 
・実習にあたって外国につながりのある児童生徒がいる可能性があるので、学んでおいたほう
が良いと思うから。 
・外国につながりのある児童は学校に一人はいると思うから。 
【日本語教育の知識を得たい】 
・日本語教育についての授業は受けたことがないので、わからないので、タメになるのではと
思ったから。 
・今日の講義のような内容を学ぶ機会はあまりないし、詳細を知る機会もないので、知ってお
くことで実習に活かせることはあると思うから。 
【外国人児童生徒教育の充実が必要】 
・安心して外国人児童生徒に日本で学校生活を送ってもらいたいから。 
・外国人が生徒として来校、及び授業を受けるならば、必要なのは当然である。他の日本の生
徒と変わりなく授業を受けさせるためである。 
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質問②には 40 名から回答があった。「将来起こりうる場面への準備として有効である」（12
名）、「教師として配慮・工夫が大切である」（3 名）等、ケース検討の課題を肯定的に捉え
ている感想が見られた。一方、「具体的にイメージができない」（5 名）、「（指導項目の）優
先順位がわからない」（4 名）等、課題遂行の困難さに言及する記述もあった（表 4）。 
 
表 4 授業終了後調査 質問②（ケース検討について）自由記述例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
質問③には 39 名から回答があった。「書き換えが難しかった」という記述が非常に多く、
21 名から挙げられた。また「（やさしい日本語は）外国人児童生徒以外にも必要である」こ
とに言及した学生が 3 名いた（表 5）。その他、「自分たちが日本語を使い慣れているために
難しい表現を使ってしまうので、見直すきっかけになった」「伝わりやすいことばを選んで
文をやさしくしてあげるというコツを教わったので、参考にしようと思った」「伝えたいこ
と、及び教科の内容をしっかり把握しつつ、分かりやすく伝える力が必要であると改めて
感じました」という感想も見られた。 
 
表 5 授業終了後調査 質問③（伝え方の工夫について）自由記述例 
 
 
 
 
 
 
 
【将来起こりうる場面への準備として有効である】 
・ケースについて考えておくことで、いざというときに対応できると思いました。 
・実際に転入生が来たことを想定して、事前に考えておくことは非常に有意義なことだと思
います。受け入れる側よりも転入してくるほうが不安は大きいと思うので、少しでも不安
が減るよう考えておきたいです。 
【教師として配慮・工夫が大切である】 
・新しい環境になじめるような工夫を考えることは大切だと思いました。 
・子ども一人一人に合わせて最初に教えていくことを変えていくことが大切だと思いました。 
【具体的にイメージができない】 
・ある一つの現象などの名前を具体的にわかりやすく説明するのが難しいと感じた。 
・初めて具体的なケースについて考えたので、難しかったです。 
【優先順位がわからない】 
・必要な情報がたくさんあり、どう優先順位をつけて伝えたらよいのかと考えることが難し
いと感じました。 
・実際にこのようなケースが起こると、何を優先すべきか悩んでしまいました。しかし最優
先すべきは転入生について皆でよく知ることだと感じました。 
【書き換えが難しかった】 
・普段使っている熟語をより分かりやすくするのが難しかった。またこのことで外国人児童
の面から分かりにくさを知ることができた。 
・頭では理解できているが、簡単な言葉に換えることはとても難しいということが実感でき
ました。 
【外国人児童生徒以外にも必要である】 
・外国だから、とかではなくてもみんながわかりやすくなっていいと思った。 
・より多くの人にわかりやすく伝えるということは教師という立場の人間にはとても大切な
ことだと改めて思いました。 
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4.3 授業を履修した学生の学び 
 前述の授業終了後のアンケート結果に示されているように、本授業に関する学生の理解
度は概ね高く、演習で取り組んだ課題に難しさは感じつつも全体として肯定的に評価して
いる。講義によって基礎的な知識を知るだけではなく、現実に生起しうる具体的な場面を
想定して教師としての対応、配慮、工夫をイメージすることで、より実践的に学ぶことが
できたのではないかと考えられる。教育実習事前指導としての目的である「基本的課題意
識を学ぶこと」、「教育実習に参加するための準備を整えること」について、一定の達成度
を示したと言えるだろう。また、授業全体に関しての感想や意見に「母語の重要性は自分
にとって新しい発見だった。多様性を理解し合えるようにしたい」「外国籍の児童の気持ち
をしっかりと理解してあげながら指導してあげることが大切だと思いました」「今回の講義
は外国人だけでなく、日本人の生徒にも有効であると感じました」という記述が見られた。
本授業の内容は外国人児童生徒への教育を中心に構成されてはいるが、その対象の範囲は
外国人児童生徒に限らない。特に子どもの多様性の理解、学習ニーズや学習意欲の考慮、
分かりやすく伝える工夫などは日本人児童生徒の教育にとっても重要である。今回この点
に言及した学生は少数だったが、今後は授業で明示的に伝えていくことも必要だと考える。 
 
５ 今後の授業改善に向けて 
 今回の授業アンケート調査の結果から、今後の課題について以下の 2 点が挙げられる。 
 
（1）授業内の意見交換について 
 今回の演習では、まず個人で考え、その後周囲の学生と意見交換するように指示したが、
アンケート調査でこの意見交換の意義に言及した学生は 1 人のみであった。グループワー
クという形にしなかったため、意見交換という認識に至らなかったと考えられる。外国人
児童生徒の教育や日本語指導等、新たな教育課題に対応する場合、周囲の関係者と話し合
い、よりよい対応を検討することが不可欠である。今後は「他者の意見を聞き、様々な視
点から自身の考えを深めること」の意義を明示し、グループでの活動を増やしていきたい。 
 
（2）外国人児童生徒教育の意義について 
 本授業は「外国人児童生徒教育の課題」や「将来生起しうる教育問題の対処」という視
点から構成されたため、「支援が困難である」「支援しないと将来さらに問題が生じる」と
いうマイナスの側面が強調されすぎたのではないかとの懸念が残る。しかし実際の指導者
は、子どもたちの成長やことばの力の向上、文化交流の広がりなど、日々指導の意義を実
感することも多い。今後の授業では、日本語教育のメリット、教員が感じる嬉しさや指導
の醍醐味、子どもの成長発達の過程等を学生に紹介する機会を設けたい。 
 
次年度は上記 2 点に留意し、授業改善と事前指導の充実に向けて内容を再構成したい。 
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注 
（1）共愛学園前橋国際大学 2017 年度シラバス 
「教育実習事前事後指導（初等）」http://sy.kyoai.ac.jp/2017/z908000.html 
「教育実習事前事後指導（中等）」http://sy.kyoai.ac.jp/2017/z909100.html 
（2）本稿では外国籍のみではなく日本国籍も含め、外国につながりのある児童生徒を「外
国人児童生徒」と記す。 
（3）文部科学省（2017）「『日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査（平成
28 年度）』の結果について」 
http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/29/06/__icsFiles/afieldfile/2017/06/21/1386753.pdf 
（4）文部科学省初等中等教育局国際教育課「かすたねっと」http://www.casta-net.jp/ 
「外国人児童生徒のための就学ガイドブック」 
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/003/1320860.htm 
（5）東京外国語大学多言語・多文化教育研究センター「外国につながる子どもたちのため
の教材」http://www.tufs.ac.jp/blog/ts/g/cemmer/social.html 
（6）「やさしい日本語」については、弘前大学人文学部社会言語学研究室「減災のための
｢やさしい日本語」http://human.cc.hirosaki-u.ac.jp/kokugo/EJ1a.htm を参考にした。 
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